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くくく定年に際して)))
｢寅年の定年退職蔓こ想う｣

化学ユ写 科教軌 西 村 山ソ治

年改まr)､関西大学にとって百十二∴隼田の滑々しい新春を迎えた

か､同時にわがユニ学部にとっては創立凹十周年という記念すべき意

義深い年を迎える｡ところで今年は二1一･文でいうと伐寅 (つちのえと

ら)にあたる｡

十文は紀元前の古代中凶､周氏に始まり､戦国から湊代にかけて

繁ったもので､わが国へは仏教伝来と共に伝えられている｡元来干

支は当-:命あるいはエネルギーの成長､発展､収縮する変化の過程を

JJ消臥 約説したものである｡寅は虎を指すようであるが､本来動物は干支の意味とは何の関係 もな

かったが､lJ-文が普及するにつれて古代中匡1人の誰かが､一･般庶民にi)理解し易いようにと､動物
を大々にオーバーラップさせて説いたものらしい｡十二■.支はもともと時間の動き､特徴を表わし､

寅は一･日の時間で去えは午前糾畔から六時の間､季節は二月で､寒さで凍った土が融け始め､草木

の新芽が陽春を待ちわびて敵を出そうとしている時期にあたる｡古代人は生命力が発展して勢いが

盛んになる生活環境をみて､当時の人間にとって巌も威勢のよい動物は虎であるという見方から ｢寅｣

に虎を当てたらしい.

虎の飼育者によると､虎は利Elで気高い動物で､無駄な動きはせず､寝ていても耳は音のする方

向を追っていて､いつでも飛び出せる態勢をとっているという｡虎に関する諺も多い｡虎穴に入ら

ずんは虎児を得ず,虎は千旦行って千浬を帰る,虎の威を借る孤,虎口を脱す,虎視耽々等々｡昨
今アジア通貨不安､株式市J場の混乱､金融機関の波綻が続出し､景気は不透明で足踏み状態という

か､下降気味､日本経済は'菖ってないような不況に嘱し､でおり､産業の空洞化､社食の活力の喪失､

生活水草の低~~卜が懸念されているが､今年は寅年､景気か悲い悪いと騒いでいるだけではよくなら

ないO同窓会諸氏､一･人-1人がいい意味の自信をもって､次世代のことを考えて虎のように千里を

往復する心情で､ピンチはチャンスであると虎視耽々と機会を窺い､勇猛な虎の威を借 りてでも元

気を出して､虎穴に入らずんは虎児を得ずという心構えで､昨今の深刻な不況の虎口からの脱出を
試みては｡

本学における退職は70才O70才をいうと "70にして心の欲するところに従えどi)､紬;をこえず"

論語にTL･う従心.また70才というと人目に恰英しているのは古稀､杜南の詩 "曲江"の中の "人生

七十古来稀なり"｡文字通 り古柿は古米稀なりですが､確かに嘗って人生50年の時代には70才という

と古来稀であったが､しかし､巌近日本人男性の平均寿命約78才という時代では､70才はまだまだ

人生の一里塚｡ウイクトルユーゴーは ー40才は青年の老年期であり､50才は老年の青春期,と書い

ているが､現代風では "60才は青年の老年期であり､70才は老年の青春期"｡人は年を重ねるだけで

は老いない｡現想､夢､ロマンを失う時に初めて老いが来ると朝 いて､自らを奮い立たさせている

今日この頃である｡



''/I~｢業笠lこ聞く"

｢雇用を創造確保出来る人になれ｣

L, d･{ifI i コニシ株式舎1-I.(昭利47年卒)
･ 轟 こ:I-:-忘 }L 取締役 副社長 小 西 哲 人

徳永淳次先生の移動現象研究室を卒業し､法学部に細入､その後

名古屋の全社に3年間お世話になりました｡それから父の全社に入

りました｡工学部と法学部を経験 して､考え方に大賓幅が出来まし

たoX､徳永先生を始め諸先生方に教えて頂いた多くの革が､現在の

私に大変影響を及ぼしております｡37才の時iこ､異業種の友人を持

とうと思い､青年会議所に入りました｡日米構造摩擦問題 (規制緩

和)時に､阪大経済学部の蝋山先生の下､日経新聞､テレビ､雑誌

記者と共に米国にキーJきました｡それまで勉強してきたことを光として言うべき雛をはっきり運へる

と､ミネソタ名誉市民になれました｡

今までの経験から皆様に何か役に立つ事をと思い､この文章を書きました｡入社 6ケ月後､オイ

ル ショックにつまずき突然会社が銀行管理になり､800人の社員を400人にするという再建案が打,さ

れ､希望退職が実施されました｡新入社員研修中の私は､人事課に配属されました｡辞めていかれ

た人の中には､慣れない仕事場で機械に巻き込まれ片足切断､あれほど元気の良かった人が､ 1カ

月後突然亡くなったリ､同期に入った社員のお父さんから､息十の退職を止めて欲しいとの相談等､

悲しい事がたくさんありました.雇用不安のない生活を皆が送れるために､安心して働く所がある

という事が､生きていくための最も基本にtよる事てあります. 収入が下がり､物が売れないO次世

代の教育水準が下がる｡働く所がない人は､食べるために犯非を犯 し､このため拘置管用など後ろ

向きの管用がかさみ､税収が上がらないので､経済柱のひとつである道路､通信等の社会L=生活の環

境整備 ･拡張が出来なくなり､凶民のパワーを出し切れないO社会柚祉は打ち･C))られ老後も大変に

を一穴 悪い方へkpJっていきます｡

何をすべきか｡経済か地球規模になっているので､社会に山る前にある程度の語学力は身につけ

よう｡英語は発音が下手でも大丈夫O米国は移出の集まりで､それぞれの出身凶の靴リで話してい

る｡相手に通じさせようとする意志と内容と､広辞苑付の英和 ･和英辞典があれば､会話の内容も

広がり､便利この上ありません.

老子が孔子に餓別の言葉として送った ｢頭の良い奴かよく足をすくわれるのは､他人を批判 しす

ぎるからだO訳知りがよく危ない臼に遭うのは他人の態を暴 くからだ.自己主張は控えめにして他

人について配慮する事か大事｡｣物事はどこかで妥協しなければならないので､プライドの高い柏手

には､全面否定せずに､良い意見だ､だけどこの部分はこうすればもっと良いのではないか､とい

うように話せば相手も聞き入れ易くなります｡これが許す時のマナーです｡

本については､活字になると人は信用してしまうが注意か必要｡読ませるために大袈裟に苦いた

りすることか多い事を理解した｣_て､いろいろな本を読むことは大いにためになります｡勉強会に

も大いに出て､大いに研績してください｡

質の高い情報は､集まるべき所に集まっているので､大学を出てからも勉強し､然るべき人のい

る金に入り人脈を増やし､質の高い友人を作ることにも心掛けて頂きたい.新製品の寿命は30年､

全社は30年で60%倒産､いろんな分野で活躍されることを祈念いたします｡



1997年度の9月末より関西大学在外研究員として1年間アメリカ合衆国にありますTexsasA&M
Universityの化学工学科で共同研究する貴重な機会を得ました｡まだ研究を開始 したばかりですが､

化学工学科の同窓生の皆様に近況をご報告いたします｡

留学先のテキサスA&M大学はアメリカ合衆国

の由部､カーボーイ (午)と石油で有名なテキサ

ス州のガレッジステションにあります｡この大学

はヒュ-ス トンの北方､車で約 1時間30分のとこ

ろに位置します｡この町はその名の通 り､学生町

で大学を中心に開けた田｣といえます｡テキサスの

矧酎ま､暖かく､朝は少 し寒い程度で､1月でも
日中は半袖で十分です｡朝晩の温度差が大きく､

20℃になることもめずらしくありません｡午後の
lj差 しはとてt)きつく､家rノ｣も私 もサングラスは

外LIJ.時の必需品となっています｡物価は日本に比較 して低 く､特に牛肉などの肉類は安 く､日本の

2分の 1以下で驚きました｡(味のほうはもうひとつですが ?)

テキサスA&M大学の学生数は4万5千人で全米でi)大きな大学の1つに数えられています｡広

人なキャンパスには各種研究施設がゆったりと配置され､El本と違って駐車場 も十分にありますo

近代的な2つのライフラ リー (EvanseLibraryとGeorgeBushLibrary)には毎日多くの学生や研

究者がきて､夜遅くまで利糊しています｡特に､今年オープンしたばかりのGeorgeBushLibraryは

7､ッシュ元大統領の寄贈によるもので､昨年11月7日にはクリントン現大統領夫妻､ブッシュ､カ

ーター､フォー ド元入統紬夫妻の歴代の大統領の出席するなかオープニングセレモニーが盛大に行

われました.これらの大紋錦を一度 にみることは､日本人の私には大変貴重な機会でした｡また､

Jil入る:キャンパス内には77j人収容できるアメリカンフットボールのスタジアムやゴルフ場などが

ありますOこの大学は農学系､獣医学系の学科 も有名で､それぞれ広大な試験場を所有 しておr)､

これらの敷地 も加えると関画人学の10倍以上?だと思います｡
化学系の学科は特に規模か大きく､充実 しており､専任の教員数はノーベル賞受賞者を輩出して

いる化学で49人､化学ユニ学24人､生化学30人ですO私は同大学の化学工学科のHal1教授の指導のも

とThermodynamicsResearchGroupで研究を開始することになりました｡研究室は大学内のZachry
EngineeringCenterにある化学工学科 とThermodynamicsResearchCenterの2カ所に個室を頂き
ました｡これらのオフィスを拠一項 こして研究活動を行っておr)ます｡現在は毎日悪戦苦闘の･忙しい

毎EJを送っております｡Hall教授は化学1学科の教授であり､ThermodynamicsResearchCenter

のディレクター (スタッフは20名) も兼任されており､ご多忙な先生ですが私にとっては大変勉強

になっております｡

関西大学 しか知らない私は､ここに来て本当に良かったと思いました｡多くの若手の研究者 (助

教授やPh.D.)に出会いました｡みんなとても明るく暢気で､私を迎えてくれました｡どの学科 も国

際色は豊かで､アジアからは中国､韓国､インドネシア､インドからの学生が多いと思いますOテ

キサスのEU合に位置するためか日本人は少ないようで､化学工学科にはたった 1人でしたO若手の

研究者たちほどのセ ミナーでも活発に発言し､その頼梅的な研究態度は私にとってとても強い刺激

(研究意欲)になっています｡また､化学工学科は毎週金曜日に学外の著名な教授や企業の研究者

を招いてセミナーを開催 しております｡最先端の研究発表を聞くことができるこのセミナーには､



化学工学科のほとんどの教授､肋教授と大学院生が顔をそろえ､学生の研究意欲の啓蒙に役立って

います｡また､先日GraduateResearchSymposiumが開催されました｡このシンポジウムは20才
ほどの企業の研究者を招待して､大学院生が自分の研究発表する研究発表討論会で､テキサスにあ

る化学系の全社の研究員の厳 しい質問に大学院生が熱心に答える姿に感心.させられました｡

その夜のディナーパーティでは招待者の審査によって優れた研究3件が学科主任から発表され表

彰されましたOこのように大学と全社が協力して行う企画も多く､企業は良い人材を､学4･:は自分
を売り込むのによい機会となっていました｡

まだ3カ月半しか経過しておりませんが､アメリカ生活から多くのことを学んでおります｡この

ような機会を頂いたことを心から感謝いたしております｡しっかりと体験 し､帰国後は母校で少し

づつ生かしていきたいと思います｡研究はこれからですが機会がございましたら､またご報告させ

ていたたきます｡

教 室 だ よ り

西村山治先生退職記念講演および祝賀会のご案内

西村山治先生が本年3月末日をもって定年を迎えられます｡先生は昭和45年4月に本村に着任さ

れ､以来28年の長きに亙り､教育と研究を通じて人材の育成と化学工学科の発展に尽力され､大き

な功績を残されました｡また､工学部長や理事など大学の根幹となる要職を歴任され､大学の運営

にも多大な貢献をされました｡

このたび､関西大学ご退職を機に､先生のこれまでのご功績を記念し､あわせて感謝の微意を表

すため､下記のように記念事業を企画しました｡つきましては､多数の卒業生の皆さんにご協力下

さいますようお願い申し上げます｡

西村山治先生退職記念事業実行委員会

記

◆日 時 :平成10年5月23日(土) 午′後3時より午後6時まで

◆場 所 :｢都ホテル｣京都市東山区三条蹴上 TELO75-771-7111

◆食 費 :パーティ会費20,000円(記念品代含む)､同伴者10,000円
拠金一口5,000円

◆連絡先 :西村山拍先生退職記念事業実行委員会

〒564-8680吹田市山手町3-3-35関西大学工学部化学工学科内

TEL06-36811121(EXT5631,5942).FAXO6-38818869

く平成8年度入学生よりコース制導入される〉
化学工学科では､化学反応や化学的僚理の教育と研究を基礎として､単位操作の設計､運転の方

法論やプロセス全体の開発､計画､設計､すなわち化学製品の生産に関する基盤の工学の教育と研

究を目的としています｡私たちの周辺を見回しただけでも､化学的な生産による物質や製品の恩恵

を受けていることがいかに多いかが理解できると思います｡



しかしながら､これからの化学生産技術は新素材生産､エネルギー転換技術､バイオテクノロジ

ーおよびファクトリーオートメーションなどを含めて地球規模の資源 ･エネルギー､環境問題から

見ても合理的な化学生産プロセスであることが必要です｡このような観点から､平成9年度に資源･

エネルギーコ-スと環境 ･プロセスコースの 2つのコースを設置 し､省エネルギーおよび地球環境

適応型の化学生産技術についての教育をさらに充実させようとしています｡本学科では､このよう

なフロンティアの開拓に弾力的に取 り組める技術者の養成をめざしていますO

なお､各コースに所属する研究室は以下の通 りです｡

★資源 ･エネルギーコース

抽出工学研究室 (西村山治 教授 ･佐野 誠 肋手)

資源循環1学研究室 (芝別隼次 教授 ･山本秀樹 助教授)

触媒工学研究室 (鈴木俊光 教授 ･池永直樹 専任講帥)

エネルギー化学二L学研究室 (竹原善一･郎 教授)

機能表面｣二学研究室 (小仕順 和 助教授)

★環境 ･プロセスコース

低温化学二l'/i':研究室 (柚村 ili教授 ･伊与木茂樹 専任講帥)

反応システム1学研究室 (室山勝彦 教授 ･林 順一･専任講師)

プロセスシステムl学研究室 (中西英二 教授 ･青木 功 専任講師)

分離システム工学研究室 (三宅義和 教授)

■編 集 後 記

Hl耳 から介業においては了 リス トデ'や "生き残 F)作戦"が真剣に取 リ組まれています.大学に

おいても､18才人Hの減少によって⊥=二冬の時代を迎えようとしています｡各大学共に､自己点検･

糾軸を導入して77,-14:北 を計ったリ､産学共同研究を促進するための研究機関･組織の新設を行い､魅

ノJのある学府に改善 しようとする努力か進められています｡我が化学1学科も平成 8年度入学生か

ら､｢資源 ･エネルギー｣と ｢環境 ･プロセス｣の 2コース制を実施 しました｡工学部については､

-イテクリサーチセンターおよび学術フロンティアが新設されました｡

さて､ユニ学部創立40周年を迎え､教室を構成する教職員にも時代の流れが感 じられます｡昭和45

年にL,j.;都大学より本学に者任された軸村山拍教授は､本年度をi)つて定年退職されますo教学 ･研

究の傍ら､⊥二学部長や学校法人関西大学の理事を歴任され､二L学部の発展に多大なる功績を挙げて

おられます｡本会報に ｢寅年の定年退職に想う｣をご寄稿頂きました｡なお､先生は退職後 も非

常勤講帥としてお越 し噴 くことになっています｡つぎに､昭和47年の卒業生のコニシ (柿)副社長

の小西照夫氏には､様々な人とのtLJ.会いや人生経験を交えて､企業の トップとして ｢雇用を創造的

に生みtlJ.す能-))｣の必要性を提案して頂きましたo最後に本学の卒業生の山本秀樹肋教授には､留

学先の米凶A&M入学のレポートをお願いいたしました｡先生ならびにご家族のご健康を願うと共

に､益々のご活躍を教室--同期待しております｡
なお､平成10年度の研究室紹介や人員の構成につきましては､次号でお伝えすることに致 します｡

Ii-ij窓会諸氏のご健康とご活躍を願っております｡ (小目_l腐私)



平成8年度化学工学科同窓会会計報告
(平成 8年 4月1日～平成9年 3月31日)

収 入 支 出

費 目 予 算 実 行 差 額 費 目 予 算 実 行 差 額

前期繰越金 3,313,322 3,313,322 0 ,S,'5 % % 10,000 4,200 5,800

入 会 金 82,000 64,000 18,000 会 報 常 500,000 318,411 181,589

金 管 900,000 524,000 376,000 事 務 貿 40,000 1,503 38,497

銀 行 利 子 30,000 21,926 8,074 通 信 賓 20,000 6,240 13,760

卒業記念品 70,000 31,500 38,500

人 件 曹 216,000. 216,000 0

雑 薯 20,000 813 19,187

次期繰越金 3,449,322 3,344,581 104,741

平成8年度化学工学科同窓会会計監査報告
平成 8年度の化学1学科同窓会の合計報寄書に従って,〟金銭出納帳について慎重に会計監査を打挙

った結果､平成8年度化学工学科同窓全会計の遂鞘状況は厳丑かつjド.確であり､その記述内容に和

違かないことを認めます｡

平成8年度化学工学科 同窓塗合計監査委員 伊 与木 茂 樹

阪 元 勇 輝
-1J

平成9年度同窓会予算案
(平成 9年4月 1日～平成10年 3月31日)

化学工学科同窓会

収 入 支 出

前 年 度 繰 越 金 3,344,581 総 合 賓 10,000

入 会 金 85,000 会 報 常 500,000

会 費 600,000 事 務 督 40,000

銀 行 利 子 20,000 通 信 督 20,000

卒 業 記 念 品', 70,000

人 件 薯 216,000

経 常 20,000

次 年 度 繰 越 金 3,173,581


